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YOKOGAWAが社会に価値を提供し続けるためには、ESG（環境・社会・ガバナンス）の３つの視点で経営を行うことが大前提で
あり、長期経営構想ではこの点を重視しています。

サステナビリティ活動と事業活動の両軸で、社会や環境に貢献しな
がら、持続的な成長を目指す 

既存の仕組み/体制の活用・改善、取締役会の さらなる多様化や情報開示
の充実など、 コーポレートガバナンスのさらなる強化を目指す 

E

Governance  
（ガバナンス） 

Environment  
（環境）

Social 
（社会） 

S

G

サステナビリティ目標「Three goals」と6つの貢献分野
2015年に採択されたパリ協定や、持続可能な開発目標（SDGs）といった世界の動きを背景に、2050年に向けて目指す社会を、サ

ステナビリティ目標「Three goals」として2017年に定めました。また、Three goalsの達成と事業の成長のための重点課題を明確
にするためマテリアリティ分析を行い、その結果に基づき６つの貢献分野を設定しました。

YOKOGAWAは、エネルギー＆サステナビリティ、マテリアル、ライフなどの事業分野において、お客様の課題を解決すること
で、社会・環境へ大きくプラスのインパクトを与えています。社会・環境への貢献を拡大することは、YOKOGAWAの企業価値向上
と密接に関連しています。YOKOGAWAでは、「社会・環境への影響」および「自社の価値創造や事業モデルへの影響」の両面におけ
る重要性をマテリアリティと定義しました。2021年に策定したAG2023においては、各事業の関係者に対するサーベイに基づき、
重要性が高くかつ自社が解決すべき課題（重点課題）と貢献のテーマ（貢献分野）を選定しました。さらに、2022年7月には、サステ
ナビリティ委員会でマテリアリティ分析を実施し、重点課題と貢献分野はAG2023策定時から変更が無いことを確認しました。

企業価値および社会価値の両面から重点課題を特定し、経営の中長期的な方向性およびサステナビリティ課題の解決に向けた
戦略を策定することを目的として、2022年度にサステナビリティ委員会を設置しました。サステナビリティ委員会は、経営会議
の諮問機関であり、代表取締役社長が委員長、執行役員を委員として、経営視点からサステナビリティに関するテーマについて集
中的に議論する場と位置付けています。2022年度のサステナビリティ委員会（2回開催）では、マテリアリティ分析を実施し、重要
性が高く、かつ自社が解決すべき課題を議論しました。また、サステナビリティ委員会の傘下には、テーマ別の分科会（事業分科
会、製品分科会、マネジメント分科会、開示分科会）を設置しており、事業における「貢献と成長のストーリー」、インターナル・カー
ボン・プライシング、人的資本経営、非財務情報開示など、さまざまなテーマについて活発な議論を行いました。サステナビリティ
委員会で議論した内容は経営会議、取締役会に報告しています。

「測る力とつなぐ力で、地球の未来に責任を果たす。」というYokogawa’s Purposeのもとで、当社
グループでは長期的な視点で社会への貢献拡大を目指しています。

AG2023で目指している事業領域とビジネスの拡大は、お客様の課題解決を通じて社会的な課題
を解決するものであり、その先にあるのは2050年に目指す社会の姿「Three goals」の実現です。私た
ちの日頃の努力が、企業の成長と社会への貢献拡大の両方につながっているといえます。

2022年度は、トップダウンのサステナビリティ推進を強化すべく、経営会議の諮問機関としてサ
ステナビリティ委員会を立ち上げました。社長をはじめ、全執行役員が出席し、温室効果ガスの削
減、人的資本経営、マテリアリティ分析、貢献と成長のストーリーなど、サステナビリティに関する
重要な施策に関して活発に議論をしています。議論の結果は取締役会に報告され社外役員の
フィードバックを受けており、ステークホルダーの視点をESG経営に取り込む仕組みとしても機
能しています。

引き続きAG2023の達成に注力し、当社グループの強みを生かしたESG経営を推進してまいり
ます。

世界情勢はますます複雑化し、気候変動の課題が人権や生物多様性の課題との連関で語られる
ようになってきました。社会課題の解決に取り組む際も、我々の活動が直接的、間接的に人々や環
境に与える影響を、これまで以上に幅広に、長期的に予測して動く必要があります。一方で、デジタ
ル技術を活用することで、これまで解決が困難だった複雑化した課題を解決できる可能性も高
まっています。典型的なのは、企業内にとどまらないサプライチェーンをまたがる課題でしょう。
さまざまな情報を測り、つなぎ、予測することで解決の糸口が見えてくることがあると考えてい
ます。

例えば生産に使用している原材料が、どのような過程を経て我々のもとにあるのか、この先、ど
こに行き、どう姿を変えるのか。これらを、品質、コストの観点に加え、労働や環境の観点からも観
察し、最適解を積み重ねることで持続可能な社会の実現に近づいていけると考えています。

経営管理本部長
福田　哲

経営管理本部
サステナビリティ
推進部長
古川　千佳

YOKOGAWAの6つの貢献分野

Three goals

for 2050年

for 2030年

Three goals　2050年に向けて目指す社会の姿

2030年に向けて貢献と成長を加速させる
6つの貢献分野

安全で快適なワークプレース、生命科学、創薬など、幅広い分野で人々の健
康と豊かな暮らしを支援します。また、地域社会における人財育成や雇用
の創出、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンを推進します。

Well-being
すべての人の豊かな生活

さまざまな資源が無駄なく循環し、資産が有効に活用される社
会の枠組み、エコシステムの実現を目指すとともに、地球を循
環する水資源の効率的な利用や安全な飲み水の確保にも貢献
します。

Circular economy
資源循環と効率化

再生可能エネルギーの導入やエネルギー利用の効率化に貢献
することで、温室効果ガス(GHG: Greenhouse Gas)の排出と吸収
の均衡が保たれ、大気中のGHG濃度が上がらない状態、Net-zero 
emissionsを目指します。

GHG排出の抑制と、安価で信頼できる
持続可能なエネルギーへの転換

一人ひとりが尊重され平等であり
活躍できる環境の整備

DXによる生産の効率化、自律化と
資源・エネルギーの効率的利用

バイオエコノミーや
資源循環システムの確立

プラント資産の長期最適運用と
環境負荷低減の両立

ライフイノベーションの推進とプラント、
地域社会の安全向上

Net-zero emissions
気候変動への対応

カーボンニュートラルの達成

能力を発揮できる環境の実現

企業や社会の効率化

資源循環型エコシステムの創造

ライフサイクル最適と環境保全

安全と健康の向上

Three goalsと6つの貢献分野

ESG経営
2 価値創造プロセス

サステナビリティへの取り組み

マテリアリティ分析に基づく貢献分野の設定

サステナビリティ委員会

①事業機会とマネジメントに関する
　テーマが分析対象

③ ステークホルダーの視点で妥当性および
網羅性をレビュー

④ 貢献分野と重点
課題が適切であ
ることを確認

貢献分野 重点課題

カーボン
ニュートラルの達成

GHG排出の抑制と、安価で信頼
できる持続可能なエネルギーへ
の転換

企業や社会の効率化
DXによる生産の効率化、自律化
と資源・エネルギーの効率的利用

ライフサイクル最適と
環境保全

プラント資産の長期最適運用と
環境負荷低減の両立

安全と健康の向上
ライフイノベーションの推進と
プラント、地域社会の安全向上

資源循環型
エコシステムの創造

バイオエコノミーや資源循環シ
ステムの確立

能力を発揮できる
環境の実現

一人ひとりが尊重され平等であ
り活躍できる環境の整備
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横軸：自社の価値創造や事業モデルへの影響

②注力領域を選定

● 中期的な収益規模予測と収益成長への寄与度
●  ESGの外部評価における産業別の重要度と 

自社の成熟度

● SDGs
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